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川村蘭読･鈴木 晃 ･小山直樹 ･森 梅代1)
研究概要
1)スマトラにおける2樫の霊長類の研究




























































































































































野深 謀 ･峰滞 清
二ホンザルの数多くの餌付け群に多発する先天
的四肢奇形が遺伝的支配を受けているか否かを明
らかにすべく研究が続行されている｡集団の奇形
出現の家族災抗性のデータから統計遺伝学的手法
を用いて辺伝率の推定を行う他,細胞遺伝学的手
法を用いて7:手形山野は 染色体異常との関連の有無
を明らかにする作I菜を行っていろO交配実験は淡
路ET.野拭公開の協力を和て現地で続けている他,
日本モンキーセンターとのjt･同研究.として宮島か
ら入れた行形ザルをFT]いて木研死所においても続
行している｡
4)家新化串王象と家節系統の研究
野躍 芹碓･庄武孝式
在来3乃家-GiとそれらのTf生原印のiEi伝的野外調
査によって,家新化現象そのものの班田辺伝学的
解明と,個々の家郡内で地域災団間の迫伝的分化
の程度,系統的mTL関係の解明を行いつつある｡
59年度にはスリランカと南インドで試料を収任し
分析巾である｡
5) ヒヒ相のflTi分化に関する遺伝学的研究
庄武孝義 ･野津 謙
58年度の桁列特別事業費によりエチオピアにて
純粋マントヒヒとアヌビスヒヒの試料が得られた
ので,これら2位の正確な遺伝距離を推定中である.
6)ニホンザルの細胞遺伝学的研究
峰津 満
ニホンザルの標準核型に基づきニホンザルの各
地の集団の染色体の変異性を把握しようとしている｡
7)新世界ザルの遺伝学的研究
峰深 溝
59年度ポ.)ビアの調査を行い血液サンプルを収
集した｡ これらサンプルについて累さ色体の変571と
血牧田白を支配する迫伝子の変災.の検窮を行って
いる｡
8)キヌザル杓のキメラ動物の迫伝'I'･lf)研死
咋将 Wdt
キヌザルにみられる血蔽および生別細胞のキメ
ラの退伝学的相性の耶明を行いつつある｡
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